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基本設置寸法８

 

４、鏡扉は、左右の開き勝手を選べます。所定の開き勝手向きに取り付けて下さい。

■ミラーキャビネットの設置

１、所定の位置に合わせ、図面を参考に十分強度のある木下地に付属のビスで固定してください。
　　その後化粧キャップを設置してください。
注）固定した後、十分強度があり落下しないか確認してください。

施工後の確認

洗面キャビネット・ミラーキャビネットが壁面にしっかり取付られているか確認してください。

各作動部（水栓レバーハンドル・ポップアップ棒・抽斗、ガラス扉）がスムーズに

作動することを確認してください。

水栓のレバーハンドルを全開にして５分程度通水し、給水排水接合部から水漏れしていないか

確認してください。

ポップアップの栓を閉め、水がボウルに溜まるか確認してください。

水圧の高い所では洗面ボウルのオーバーフロー能力を超えることが

ありますので止水栓での吐水量を調節してください。

本体の汚れは中性洗剤を柔らかい布やスポンジに含ませて拭き取ってください。

排水口回りの金属片ゴミなどは、製品にもらいサビを発生させる恐れが

ありますので必ず除去してください。

入居前に凍結の恐れがある場合は、水を抜くなどの凍結対策をおこなってください。

シンナー・ベンジン・酸性・アルカリ性洗剤を使用して掃除しないでください。

キャビネット化粧部・陶器ボウルが変色、変形をおこしたりする場合があります。

壁仕上げなど後工事が残っている場合は製品に傷がつかないよう養生してください。

施工内容に関して不明な点・疑問点がございましたら販売店・販売営業所までご連絡ください。
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２、扉のカップ穴、上下２ヶ所に金具をはめ込んでください。
注）一度金具をはめ込んだら取りはずさないでください。
　　カップ穴が大きくなり、金具が正しく付かない等、落下事故の原因になります。

３、鏡扉の開き勝手に応じて、右か左の箱側に金物を上下２ヶ所ビスで固定してください。
注）固定ビスは締めすぎたり、一度締めたビスを外したりしないでください。
　　扉落下の原因になります。

 

５、鏡扉の調整は下記３ヶ所のビスを回す事により上下、奥手前、左右に
　　調整できます。
注）鏡扉をキャビネットに設置した後、正しく設置され落下しないか
　　確認してください。

オプション

ソフトクローズダンパー付き

扉スライドヒンジの上側に下記の図、説明をもとにダンパーを設置してください。

また、設置後　扉の開閉を調整するため、前項の５　扉に調整をして下さい。　

この部分を開けた状態で
入れて、入れてから閉じて
ください。

この丁番の位置を移動し
鏡を上下反転させることで
開き勝手を変えることができます。

金具を固定するビス

上下を調節できるビス

鏡扉

左右を調節できるビス

奥手前を調節できるビス

　　１、ビスをゆるめて引き出す。

　　２、ガラス扉についている方の金具のカバーを開けてダンパーを取り付ける

固定ビス

固定ビス

東京支店
〒136-0071
東京都江東区亀戸2-7-4
お客様相談室　Tel　03-3683-7496

製品に関するお問い合わせがございましたら、販売店・販売営業所　下記お客様相談室までご連絡下さい。

販売営業所・販売店
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本社
〒537-0023
大阪府大阪市東成区玉津1-12-29
お客様相談室　Tel　06-6976-8661

フリーダイヤル
Tel　0120-06-9721

警告

キャビネットを壁面固定する時には、必ず鏡扉をはずしてください。

鏡扉をつけたまま設置すると、キャビネットが斜めになって、鏡扉（座金）に負荷

がかかったり、鏡扉を持って持ち上げ保持した場合、座金に負荷がかかり、固定ビス

がゆるみ鏡扉が落下してケガをする恐れがあります。

ビスで正しく固定されているか必ず確認してください。

ドライバー手締めでユーロビスが動かない状態になっているか確認してください。

正しく固定されていないと、鏡扉が落下してケガをする恐れがあります。
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【キャビネットとカウンターの関係】
■両サイドフリーの場合
　：芯振り
■片側建築壁の場合
　：フィラー材使用にてフィラー面合わせ
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